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これまでの検討成果や今年度の検討等を踏まえ、計画内容の具体化に向けて、今後も継続的に
取り組むものとする。

（１）行程計画にもとづく取組の継続
行程計画（目標を定め重点的に取り組む項目）に基づき、計画内容の具体化に取り組む。
引き続き、「普天間飛行場跡地利用計画策定検討会議」にて検討を行う。

（２）合意形成の促進及び情報発信
①デジタルコンテンツの拡充
デジタルコンテンツの拡充に向けた方法や内容を検討する。
②教育との連携方法
跡地利用に係る教育と連携した協働、教育体系への導入に向けた具体的な取組方針を検討する。
③国内外への情報発信手法の検討
普天間飛行場の跡地利用を国内外へ広く周知するための効果的な情報発信手法を検討する。
④県内への情報発信の継続
県民・市民・地権者等との様々な周知や意見交換の場を継続的に設けるとともに、情報発信拠点となる
常設スペースの確保の可能性等について検討する。

（３）海外事例調査
普天間飛行場の跡地利用の参考となる国内外のプロジェクト事例を収集し、普天間飛行場の跡地利用へ

の導入可能性について検証・研究を継続して実施する。


